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#######

小谷地区都市再生整備計画
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 長野県 小谷村

（H23当初） （H26末） （H28末）

安心度：住民の防災に対する直感的な安心度。【村民100人を対象とした10段階の簡易アンケートを実施し平均を求める】 6.4点 6.4点 7.4点

避難場所整備率：災害時における村指定避難場所の整備率。【耐震補強された指定避難所を利用できる住民割合】 92.80% 92.80% 100%

避難場所整備率：災害時における一時避難所の整備率。 【一時雛所46施設の施設整備率】 93.50% 93.50% 100%

イベント参加者数：地域で行う体験交流イベントの参加者数【棚田オーナー来村者数】 94人 94人 300人

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 小谷村 直接 小谷地区都市再生整備計画 ○ ○ ○ ○ ○ 543

合計 543

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

小谷村 地区面積3,200ha　道路・高次

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
543百万円 Ａ 543百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

大目標　　　美しい自然を守り活かし心やすらぎ笑顔で暮らせる村づくり
　目標１：　安心安全な生活・産業基盤の整備
　目標２：　災害に強い村づくり
　目標３：　地場産業の振興や観光誘客による地域の活性化

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

　防災計画に位置付けられる一時避難所（公民館）の中で、平成7年の豪雨災害時に孤立した３集落の一時避難所の整備（バリアフリー化）と、各集落へのアクセス道路の改修が課題となっているため、住民の安心度と各避難所の整備率を指
標とした。
　過疎化による事項k減少や高齢化により、集落機能の低下が進んでおり、人口増や誘客促進による地域の活性化施策が急務となているため、地域体験交流を指標とした。



都市再生整備計画の区域

　小谷
　　オタリ

地区（長野県小谷村
オタリムラ

） 面積 3200 ha 区域 小谷村全域

計画区域

小谷地区


